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本製品「EDB-10GMPE4T」は、エレコム製LinuxNAS「NSB-7A5BLシリーズ､NSB-7A4RLシリーズ」に
対応しています。大容量データも10GBASE-Tの超高速通信により更に短時間で転送する事が可能です。
専用のブラケットを標準添付していますので、以下の手順で取り付けを行ってください。
※NSB-7A4BLシリーズ（4ベイモデル）は、対応しておりませんので、ご注意ください。

NAS内が高温の状態での作業はやけどのおそれがあります。

標準用ブラケットを取り外し、NSB-7Aシリーズ用のブラケットを取り付けます。
ブラケットの取外し方法は右記のイラストを参照してください。

標準用プラケット
（工場出荷時に取り付け済です）

シリーズ用ブラケット
（本製品に同梱されています）

NSB-7A5BL
NSB-7A4RL

NSB-7A5BLシリーズの場合

本ページのSTEP2-[A]に
進んでください。

NSB-7A4RLシリーズの場合

次ページのSTEP2-[B]に
進んでください。

- [A]

NASの電源を切ります。

NASの電源コードをコンセントから抜き、次にNAS本体から電源コードを取り外した後
その他のケーブルを取り外していきます。

NASカバーのネジを緩め、NAS本体のカバーを取り外します。

①NASカバーにあるネジ3ヶ所を緩めます。 ②NASの側面を両手でしっかりと押さえ、
矢印の方向にスライドして取り外します。

NAS本体が落下しないよう、十分な作業
スペースを確保して作業を行ってください。!

- [A]

NAS本体に取り付けられている拡張スロットカバーのネジを緩め(①)、拡張スロットカバーを取り外します(②)。

① ②

本製品をNSB-7AシリーズのPCleスロットに差し込みます。PCleスロット装着の際は、しっかりと奥まで差し
込んでください。

!本製品の金色の端のスリットをPCleスロットのスリットに揃えます。

拡張スロットカバーが取り付けられていたネジを使用し、NAS本体を本製品を取り付けます。

!
「NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ」への本製品使用にあたっては、専用ドライバーのインストールは不要です。
「NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ」以外の本製品対応OS搭載端末には、専用OSドライバーの事前インストールが
　必要です。

NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ以外の本製品取り付け方法(PClスロットの位置、差し込み方法など詳細)はご利用端末のマニュアルをご参照ください。



- [B] NAS本体が落下しないよう、十分な作業
スペースを確保して作業を行ってください。!

本項はNSB-7A4RLシリーズへのEDB-10GMPE4Tの取り付け方法の手順です。
あらかじめ、本誌「STEP1」「事前準備 ブラケットの交換」を行ってからお読みください。

NASの電源を切ります。

NASの電源コードをコンセントから抜き、次にNAS本体から電源コードを取り外した後
その他のケーブルを取り外していきます。

NASカバーのネジ6ヶ所を緩め、NAS本体のカバーを背面側にスライドし、カバーを上方向に引き上げます。

＜NAB-7A4RLシリーズ 背面＞ ＜NAB-7A4RLシリーズ 前面＞ ＜NAB-7A4RLシリーズ 側面＞

NAS本体に取り付けられている拡張スロットのネジ4ヶ所を緩め(①)、拡張スロットを上方向に両手で引き上げ取り
外します(②)。

① ②

拡張スロットに取り付けられたカバーのネジ1ヶ所を緩め(①)、拡張スロットカバーを取り外します(②)。

① ②

- [B]

本製品を拡張スロットのPCl Expressに取り付けます。
　本製品の金色の端のスリットをPCl Expressスロットのスリットに
　揃えます。
!

本製品のブラケットと拡張スロットをネジで
固定します。

本製品を取り付けた拡張スロットをNAS本体の
PCl Express に取り付けます。

!
「NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ」への本製品使用にあたっては、専用ドライバーのインストールは不要です。
「NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ」以外の本製品対応OS搭載端末には、専用OSドライバーの事前インストールが
  必要です。

NSB-7A5BLシリーズ、NSB-7A4RLシリーズ以外の本製品取り付け方法(PClスロットの位置、差し込み方法など詳細)はご利用端末のマニュアルをご参照ください。


